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技術の概要

流体制御機器の小型化

流体制御機器の高応制御

空気圧システムの簡略化

弁体として微粒子を用いることで、弁体の位置決め機構が不要

弁体の駆動に圧電素子を用いることで高い応答性を実現

電気信号により弁開度を比例的に変化させられる

小型軽量であり駆動機器に搭載可能

駆動原理

制御弁内の流体の圧力により微粒子が

微小孔開口部に固定される。

圧電素子により振動を与えることで、微粒

子に外力を加え微小孔を開口する。

圧電素子に印加する電圧、周波数により

振動を制御することで微小孔の開口数を変

化させ、連続的な流量調整が可能。
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